
(57)【要約】

【課題】無線高速データシステムにおいて公衆ネットワ

ークあるいは私設ネットワークの共通で使用する方法及

びシステムを提供する。

【解決手段】無線公衆ネットワークの端末及び無線私設

ネットワークの端末に無線チャネルを通してそれぞれ臨

時識別子を割り当て、基地局と、無線公衆ネットワーク

及び無線私設ネットワークの端末によってそれぞれ異な

る認証の処理、端末の臨時識別子割り当て、基地局制御

器と、私設認証システムと、無線公衆ネットワークの端

末のサービス情報及び無線私設ネットワーク端末におい

てサービスを受けるための情報をさらに備えるデータ位

置貯蔵器と、基地局と基地局制御器及び私設認証システ

ムとの間に送信されるデータを中継し、端末から受信さ

れる臨時識別子によって無線私設ネットワークサービス

と無線公衆ネットワークサービスを区分するハブと、を

少なくとも含むことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 あ る い は 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 を 共 通 で サ ー ビ ス す
る た め の 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に 無 線 チ ャ ネ ル
を 通 し て そ れ ぞ れ 臨 時 識 別 子 を 割 り 当 て 、 各 前 記 端 末 に 高 速 デ ー タ シ ス テ ム の サ ー ビ ス を
提 供 す る 基 地 局 と 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に よ っ て そ れ ぞ
れ 異 な る 認 証 の 処 理 、 端 末 の 臨 時 識 別 子 割 り 当 て 、 各 端 末 の セ ッ シ ョ ン 管 理 及 び 各 端 末 の
送 受 信 さ れ る デ ー タ の 制 御 を 遂 行 す る 基 地 局 制 御 器 と 、
　 前 記 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の 認 証 の た め の 認 証 デ ー タ ベ ー ス を 備 え る 私 設 認 証 シ
ス テ ム と 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の サ ー ビ ス 情 報 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の
無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て サ ー ビ ス を 受 け る た め の 情 報 を さ ら に 備 え る デ ー タ 位 置 貯
蔵 器 と 、
　 前 記 基 地 局 と 前 記 基 地 局 制 御 器 及 び 私 設 認 証 シ ス テ ム と の 間 に 送 信 さ れ る デ ー タ を 中 継
し 、 前 記 端 末 か ら 受 信 さ れ る 臨 時 識 別 子 に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 区 別 す る ハ ブ と 、 を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 地 局 及 び 基 地 局 制 御 器 は Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す る た め の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 当 て 、 前
記 割 り 当 て ら れ た ア ド レ ス に デ ー タ 及 び シ グ ナ リ ン グ の 処 理 が 行 わ れ る 請 求 項 １ 記 載 の シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ブ と 接 続 さ れ 、 前 記 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の み に デ ー タ サ ー ビ ス の た め の
デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 は 、
　 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 が 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て も 使 用 さ れ る 端
末 で あ る 場 合 、 前 記 端 末 に 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 情 報 及 び 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ
ー ク の 端 末 の 情 報 を 全 部 有 し 、 端 末 が 予 め 設 定 さ れ た 基 地 局 内 に 位 置 す る 場 合 、 私 設 ネ ッ
ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 割 り 当 て る 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 は 、
　 所 定 の 端 末 が 予 め 設 定 さ れ た 基 地 局 内 に 予 め 設 定 さ れ た 時 間 帯 に 位 置 す る 場 合 、 私 設 ネ
ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 割 り 当 て る 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ハ ブ は 、
　 前 記 端 末 か ら 受 信 さ れ る 臨 時 識 別 子 を 利 用 し て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 公 衆 ネ ッ ト
ワ ー ク を 区 別 し て 呼 を 接 続 す る 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク と の サ ー ビ ス を 区 別 し て ル ー テ ィ ン グ を
遂 行 す る ハ ブ 、 及 び 前 記 ハ ブ か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 に サ
ー ビ ス を 遂 行 す る た め の 制 御 過 程 を 遂 行 す る 基 地 局 制 御 器 を 含 む 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム
に お け る 発 呼 方 法 に お い て 、
　 ハ ブ が 、 基 地 局 を 通 し て 所 定 の 端 末 か ら 発 呼 が 要 求 さ れ る と 、 前 記 端 末 か ら 受 信 さ れ る
臨 時 識 別 子 及 び 目 的 地 ア ド レ ス を 検 査 し て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る か
否 か を 検 査 す る 過 程 と 、
　 前 記 ハ ブ が 、 前 記 検 査 結 果 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 、 前 記
基 地 局 と 接 続 が 設 定 さ れ た 基 地 局 制 御 器 に 呼 を 接 続 す る 過 程 と 、
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　 前 記 基 地 局 制 御 器 が 、 私 設 認 証 シ ス テ ム を 通 し て 前 記 端 末 の 認 証 の 可 否 を 検 査 す る 過 程
と 、
　 前 記 基 地 局 制 御 器 が 、 前 記 端 末 が 認 証 さ れ る 場 合 、 要 求 す る 目 的 地 ア ド レ ス に 呼 を 設 定
し て 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る 過 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 通 信 が 完 了 す る 場 合 、 前 記 端 末 の 位 置 登 録 を 遂 行 す る 過 程 を さ ら に 含 む 請 求 項 ７ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク と の サ ー ビ ス を 区 別 し て ル ー テ ィ ン グ を
遂 行 す る ハ ブ 、 前 記 ハ ブ か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 に サ ー ビ
ス を 遂 行 す る た め の 制 御 過 程 を 遂 行 す る 基 地 局 制 御 器 、 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 前
記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の 情 報 を 有 す る デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 を 含 む 無 線 高 速 デ ー タ シ ス
テ ム に お け る 着 呼 方 法 に お い て 、
　 前 記 基 地 局 制 御 器 が 、 所 定 の パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
内 の 所 定 の 端 末 に 呼 の 接 続 が 要 求 さ れ る 場 合 、 前 記 位 置 登 録 貯 蔵 器 に ペ ー ジ ン グ を 要 求 す
る 過 程 と 、
　 前 記 位 置 登 録 貯 蔵 器 が 、 前 記 信 号 に 対 す る 応 答 信 号 及 び ペ ー ジ ン グ 信 号 を 前 記 端 末 が 位
置 し た 該 当 基 地 局 制 御 器 に 提 供 す る 過 程 と 、
　 前 記 ペ ー ジ ン グ 信 号 を 受 信 し た 基 地 局 制 御 器 が 、 前 記 端 末 に ペ ー ジ ン グ を 遂 行 す る 過 程
と 、
　 前 記 端 末 か ら ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号 受 信 す る 時 、 前 記 端 末 に 対 し て 認 証 シ ス テ ム を 通 し て
認 証 を 遂 行 す る 過 程 と 、
　 前 記 認 証 が 完 了 す る と 、 前 記 端 末 と 前 記 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド と の 間 の 通 信 モ
ー ド を 遂 行 す る 過 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 通 信 が 完 了 す る 場 合 、 前 記 端 末 の 位 置 登 録 を 遂 行 す る 過 程 を さ ら に 含 む 請 求 項 ９ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ハ ブ は 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 発 呼 の 時 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま
れ た ハ ブ を 通 し て 発 呼 処 理 を 遂 行 す る 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 私 設 認 証 シ ス テ ム は 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 無 線 端 末 の 認 証 の た め の デ ー タ
ベ ー ス を さ ら に 含 む 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス 要 求 検 査 は 、 前 記 端 末 か ら 受 信 さ れ た 目 的 地 ア ド
レ ス が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス で あ る 場 合 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と し
て 決 定 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 呼 を 要 求 し た 端 末 か ら 受 信 さ れ た 臨 時 識 別 子 は 、 前 記 端 末 が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー
ク の 端 末 で あ る か 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か を 区 別 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ハ ブ は 、 前 記 基 地 局 を 通 し て 受 信 さ れ た 前 記 端 末 の 臨 時 識 別 子 及 び 目 的 地 ア ド レ ス
を 検 査 し た 結 果 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る と 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー
ク の サ ー ビ ス を 提 供 す る た め の 手 順 を 遂 行 す る 過 程 を さ ら に 含 む 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ハ ブ は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る と 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク
サ ー ビ ス の た め に 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ブ に 呼 が 要 求 さ れ た 端 末 の 臨 時 識 別 子
及 び 前 記 目 的 地 ア ド レ ス を 伝 達 す る 過 程 を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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　 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 あ る い は 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 を 共 通 で サ ー ビ ス す る
た め の 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 共 通 で 使 用 す る こ と
が で き 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の 時 は 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子
を 利 用 し て 呼 の 着 ／ 発 信 を 遂 行 し 、 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の 時 は 、 無 線 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 利 用 し て 呼 の 着 ／ 発 信 を 遂 行 す る 端 末 と 、
　 前 記 端 末 と の 無 線 チ ャ ネ ル を 通 し て 高 速 デ ー タ サ ー ビ ス を 提 供 し 、 予 め 決 定 さ れ た 地 域
に 位 置 す る 場 合 は 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別
子 を 割 り 当 て 、 前 記 予 め 決 定 さ れ た 地 域 以 外 に 位 置 す る 場 合 は 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー
ク の 臨 時 識 別 子 を 割 り 当 て る 基 地 局 と 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に よ っ て 異 な る 認
証 の 処 理 を 遂 行 し 、 端 末 の 情 報 に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 ま た は 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 割 り 当 て 、 前 記 端 末 の セ ッ シ ョ ン 管 理 及 び 前 記 端 末 に 送 受
信 さ れ る デ ー タ の 制 御 を 遂 行 す る 基 地 局 制 御 器 と 、
　 前 記 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の 認 証 の た め の 認 証 デ ー タ ベ ー ス を 備 え る 私 設 認 証 シ
ス テ ム と 、
　 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の サ ー ビ ス 情 報 、 及 び 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の
無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て サ ー ビ ス を 受 け る た め の 情 報 を さ ら に 備 え る デ ー タ 位 置 貯
蔵 器 と 、
　 前 記 基 地 局 と 前 記 基 地 局 制 御 器 及 び 私 設 認 証 シ ス テ ム と の 間 に 送 信 さ れ る デ ー タ を 中 継
し 、 前 記 端 末 か ら 受 信 さ れ る 臨 時 識 別 子 に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 区 別 す る ハ ブ と 、 を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ハ ブ は 、 前 記 端 末 が 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 要 求 す る 時 、 前 記 無
線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ブ に 接 続 し て 、 臨 時 識 別 子 が 割 り 当 て ら れ る よ う に す る 請 求 項 １
７ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 基 地 局 制 御 器 は 、 前 記 ハ ブ を 通 し て 臨 時 識 別 子 が 要 求 さ れ た 前 記 端 末 が 前 記 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 要 求 す る 時 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 臨 時 識 別 子 を 割
り 当 て る 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ハ ブ は 、
　 前 記 端 末 が 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス を 要 求 す る 時 、 前 記 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク
の ハ ブ に よ っ て 前 記 呼 を ル ー テ ィ ン グ す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ハ ブ と 接 続 さ れ 、 前 記 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の み に デ ー タ サ ー ビ ス を 提 供 す
る デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ７ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 基 地 局 及 び 基 地 局 制 御 器 は Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す る た め の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 当 て 、 前
記 割 り 当 て ら れ た ア ド レ ス に デ ー タ 及 び シ グ ナ リ ン グ の 処 理 が 行 わ れ る 請 求 項 １ ７ 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 共 用 で 使 用 す る た め
の シ ス テ ム 及 び 方 法 に 関 し 、 特 に 、 移 動 通 信 シ ス テ ム の 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク と し て 共 用 し 使 用 す る た め の シ ス テ ム 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 一 般 的 に 、 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 使 用 者 の 移 動 性 を 保 障 し な が ら 音 声 通 話 を 行 う た め に
開 発 さ れ た 。 こ の 音 声 通 話 を 主 に サ ー ビ ス を 行 う 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 使 用 者 の 要 求 に 応
じ て 技 術 の 開 発 が 進 行 め ら れ て お り 、 最 近 で は 短 い デ ー タ サ ー ビ ス に つ い て も 提 供 す る こ
と が で き る よ う に な っ た 。 つ ま り 、 移 動 通 信 シ ス テ ム は 、 音 声 の 呼 び 出 し サ ー ビ ス だ け で
な く 、 デ ー タ サ ー ビ ス と し て 、 シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ の 伝 送 、 端 末 機 の ベ ル 音 で あ る 音 楽 フ
ァ イ ル の 伝 送 、 簡 単 な イ ン タ ー ネ ッ ト 通 信 サ ー ビ ス 及 び 金 融 決 済 サ ー ビ ス な ど を 提 供 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 移 動 通 信 シ ス テ ム に お い て は 、 デ ー タ サ ー ビ ス を 提 供 し な が ら 、 移 動 通 信
加 入 者 へ よ り 多 く の 情 報 を 高 速 で 提 供 で き る 方 案 が 論 議 中 で あ り 、 現 在 実 用 化 の た め の 準
備 作 業 が 進 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 高 速 デ ー タ サ ー ビ ス を 提 供 す る 方 法 と し て 論 議 さ れ
て い る 方 案 は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ ２ ０ ０ ０  １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ (以 下 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム )と 言
わ れ 、 移 動 通 信 端 末 に 高 速 で デ ー タ を 伝 送 す る た め の シ ス テ ム と し て 論 議 さ れ た 。 従 っ て
、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム は 、 既 存 の シ ス テ ム と は 異 な る チ ャ ネ ル を 有 す る よ う に な り 、
こ れ に よ っ て 、 高 速 で デ ー タ を 伝 送 す る デ ー タ チ ャ ネ ル 、 付 加 チ ャ ネ ル 、 シ グ ナ リ ン グ チ
ャ ネ ル 、 及 び 媒 体 ア ク セ ス 制 御 （ medium access control： Ｍ Ａ Ｃ ） チ ャ ネ ル な ど の チ ャ
ネ ル が 定 義 さ れ 、 定 義 さ れ た 各 チ ャ ネ ル の 構 造 及 び チ ャ ネ ル に 伝 送 で き る 各 種 デ ー タ 規 格
に 対 す る 論 議 が 行 わ れ た 。 前 述 し た よ う に 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム は 、 一 般 的 な 無 線 ネ
ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 性 質 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 一 般 的 な 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 特 定 の 目 的 を 有 す る グ ル
ー プ ま た は 会 社 な ど で 利 用 す る 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク と に 区 別 さ れ る 。 一 般 的 に 、 無 線 私
設 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 特 定 の 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 連 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 よ り 詳 細
に 説 明 す る と 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク も 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 必 要 で あ る 基 地
局 (active node transfer system： Ａ Ｎ Ｔ Ｓ )、 基 地 局 制 御 器 (avtive network control：
Ａ Ｎ Ｃ )及 び 私 設 交 換 器 を 備 え る べ き で あ り 、 認 証 の た め に ビ ジ タ ー ロ ケ ー シ ョ ン レ ジ ス
タ （ visitor location register： Ｖ Ｌ Ｒ ） ま た は ホ ー ム ロ ケ ー シ ョ ン レ ジ ス タ （ home lo
cation register： Ｈ Ｌ Ｒ ） を 備 え る べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
が 前 述 し た 仕 様 を 備 え る よ う に な る と 、 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 設 置 に お い て 多 く の コ ス ト の 損
失 が 発 生 す る 。 さ ら に 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 使 用 さ れ る 端 末 機 を 無 線 公 衆 ネ ッ
ト ワ ー ク に お い て も 使 用 す る 必 要 が あ る 。 そ の 理 由 と し て は 、 使 用 者 が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ
ー ク か ら 外 部 へ 移 動 す る 場 合 、 ま た は 、 逆 に 外 部 か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク へ 移 動 す る 場
合 、 異 な る ２ つ の 端 末 機 を 使 用 す る と 、 使 用 者 に と っ て 不 便 で あ り 、 更 に コ ス ト 面 で も 不
合 理 に な る か ら で あ る 。 さ ら に 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク が そ れ
ぞ れ 異 な る 目 的 で ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す べ で き で あ る の で 、 同 一 の 地 域 に 異 な る 目 的 の 無
線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク を 同 時 に 具 現 化 す る こ と に よ っ て 、 同 一 ま
た は 類 似 し た 地 域 に 多 く の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ の 設 置 が 要 求 さ れ る 。 こ れ は 、 設 置 会 社 の 立 場 か ら 経
済 的 に 多 大 の 損 失 が 発 生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 を 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク と し て 利 用 す る 方 法 が 提
供 さ れ て い る 。 こ の よ う な 方 法 は 、 １ つ の 移 動 端 末 に 対 し て 、 特 定 地 域 内 で は 無 線 私 設 ネ
ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ 、 そ の 以 外 の 地 域 で は 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス
が 提 供 さ れ る 方 式 で あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 同 一 の 地 域 に １ つ の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ の み を 設 置 す る
よ う に な る の で 、 経 済 的 に 有 利 で あ る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 概 念 か ら 、 特 定 地 域 と そ の 他
の 地 域 と に 区 分 し て 異 な る サ ー ビ ス を 提 供 す る た め の 技 術 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム は 、 前 述 し た よ う に 、 多 く の 点 か ら 主 に 音 声 サ ー ビ ス を 提 供 す
る Ｃ Ｄ Ｍ Ａ  １ ｘ シ ス テ ム と は 多 く の 相 違 点 を 有 す る 。 従 っ て 、 現 在 開 示 さ れ て い る Ｃ Ｄ
Ｍ Ａ  １ ｘ シ ス テ ム の よ う な 方 式 に お い て は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ
ー ク と を 共 有 す る こ と が 不 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 前 述 し た よ う に 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
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及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 用 し て 使 用 す る 必 要 は あ る が 、 従 来 の 技 術 を そ の ま ま 使 用
す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 現 在 開 発 さ れ て い る １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ は 、 非 常 に
高 価 の 装 備 を 使 用 す る 。 こ れ は 、 １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お け る Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ に
お い て 非 同 期 転 送 モ ー ド （ asynchronous transfer mode： Ａ Ｔ Ｍ ） ス イ ッ チ を 使 用 す る こ
と に よ っ て 発 生 す る 問 題 で あ る 。 従 っ て 、 低 価 格 の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ の 提 供 が 要 求 さ れ
て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 目 的 は 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る
公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 用 で 使 用 す る た め の シ ス テ ム 及 び 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク を 低 価 格 で 共 用 で 使 用 す る た め の シ ス テ ム 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 シ ス テ ム を 特 別 に 変 更 せ ず に
、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 用 で 使 用 す る た め の シ ス テ ム 及 び 方 法
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 あ る い は 無 線 私 設 ネ ッ
ト ワ ー ク の 端 末 を 共 通 で サ ー ビ ス す る た め の 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト
ワ ー ク の 端 末 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に 無 線 チ ャ ネ ル を 通 し て そ れ ぞ れ 臨 時 識 別
子 （ Unicast Access Terminal Identifier： Ｕ Ａ Ｔ Ｉ ） を 割 り 当 て 、 各 端 末 に 高 速 デ ー タ
シ ス テ ム の サ ー ビ ス を 提 供 す る Ａ Ｎ Ｔ Ｓ と 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 及 び 無 線 私 設 ネ
ッ ト ワ ー ク の 端 末 に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な る 認 証 の 処 理 、 端 末 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 割 り 当 て 、 各 端 末
の セ ッ シ ョ ン 管 理 及 び 各 端 末 の 送 受 信 さ れ る デ ー タ の 制 御 を 遂 行 す る Ａ Ｎ Ｃ と 、 私 設 無 線
ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の 認 証 の た め の 認 証 デ ー タ ベ ー ス を 備 え る 私 設 認 証 シ ス テ ム と 、 無 線
公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の サ ー ビ ス 情 報 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の 無 線 私 設 ネ ッ ト
ワ ー ク に お い て サ ー ビ ス を 受 け る た め の 情 報 を さ ら に 備 え る デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 と 、 Ａ Ｎ Ｔ
Ｓ と Ａ Ｎ Ｃ 及 び 私 設 認 証 シ ス テ ム と の 間 に 送 信 さ れ る デ ー タ を 中 継 し 、 端 末 か ら 受 信 さ れ
る Ｕ Ａ Ｔ Ｉ に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 区
分 す る ハ ブ と 、 を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ は Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す る た め の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 当 て 、 割
り 当 て ら れ た ア ド レ ス に デ ー タ 及 び シ グ ナ リ ン グ の 処 理 が 行 わ れ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る シ ス テ ム は ハ ブ と 接 続 さ れ 、 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の み に デ
ー タ サ ー ビ ス の た め の デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド を さ ら に 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 が 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に
お い て も 使 用 さ れ る 端 末 で あ る 場 合 、 端 末 に 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 情 報 及 び 無 線 公 衆
ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の 情 報 を 全 部 有 し 、 端 末 が 予 め 設 定 さ れ た Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 内 に 位 置 す る 場 合
、 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て る と よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て ま た 、 本 発 明 の デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 は 、 所 定 の 端 末 が 予 め 設 定 さ れ た Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 内 に
予 め 設 定 さ れ た 時 間 帯 に 位 置 す る 場 合 、 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て る と よ い
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。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ハ ブ は 、 端 末 か ら 受 信 さ れ る Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 利 用 し て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
と 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク を 区 分 し て 呼 を 接 続 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 私 設 ネ ッ ト
ワ ー ク と の サ ー ビ ス を 区 分 し て ル ー テ ィ ン グ を 遂 行 す る ハ ブ 、 及 び ハ ブ か ら 無 線 私 設 ネ ッ
ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 に サ ー ビ ス を 遂 行 す る た め の 制 御 過 程 を 遂 行 す る Ａ
Ｎ Ｃ を 含 む 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る 発 呼 方 法 は 、 ハ ブ が 、 Ａ Ｎ Ｔ Ｓ を 通 し て 所 定
の 端 末 か ら 発 呼 が 要 求 さ れ る と 、 端 末 か ら 受 信 さ れ る Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 及 び 目 的 地 ア ド レ ス を 検 査
し て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る か 否 か を 検 査 す る 過 程 と 、 ハ ブ が 、 検 査
結 果 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 、 Ａ Ｎ Ｔ Ｓ と 接 続 が 設 定 さ れ た
Ａ Ｎ Ｃ に 呼 を 接 続 す る 過 程 と 、 Ａ Ｎ Ｃ が 、 私 設 認 証 シ ス テ ム を 通 し て 端 末 の 認 証 の 可 否 を
検 査 す る 過 程 と 、 Ａ Ｎ Ｃ が 、 端 末 が 認 証 さ れ る 場 合 、 要 求 す る 目 的 地 ア ド レ ス に 呼 を 設 定
し て 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る 過 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 方 法 で は 通 信 が 完 了 す る 場 合 、 端 末 の 位 置 登 録 を 遂 行 す る 過 程 を さ ら に 含 む と
よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 私 設 ネ ッ ト
ワ ー ク と の サ ー ビ ス を 区 分 し て ル ー テ ィ ン グ を 遂 行 す る ハ ブ 、 ハ ブ か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ
ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 場 合 に サ ー ビ ス を 遂 行 す る た め の 制 御 過 程 を 遂 行 す る Ａ Ｎ Ｃ
、 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の 情 報 を 有 す る デ ー タ 位 置 貯
蔵 器 を 含 む 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る 着 呼 方 法 は 、 Ａ Ｎ Ｃ が 、 所 定 の パ ケ ッ ト デ ー
タ サ ー ビ ス ノ ー ド か ら 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 所 定 の 端 末 に 呼 の 接 続 が 要 求 さ れ る 場 合
、 位 置 登 録 貯 蔵 器 に ペ ー ジ ン グ を 要 求 す る 過 程 と 、 位 置 登 録 貯 蔵 器 が 、 信 号 に 対 す る 応 答
信 号 及 び ペ ー ジ ン グ 信 号 を 端 末 が 位 置 し た 該 当 Ａ Ｎ Ｃ に 提 供 す る 過 程 と 、 ペ ー ジ ン グ 信 号
を 受 信 し た Ａ Ｎ Ｃ が 、 端 末 に ペ ー ジ ン グ を 遂 行 す る 過 程 と 、 端 末 か ら ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号
受 信 す る 時 、 端 末 に 対 し て 認 証 シ ス テ ム を 通 し て 認 証 を 遂 行 す る 過 程 と 、 認 証 が 完 了 す る
と 、 端 末 と パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド と の 間 の 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る 過 程 と 、 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の ハ ブ は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 発 呼 の 時 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま れ た
ハ ブ を 通 し て 発 呼 処 理 を 遂 行 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 私 設 認 証 シ ス テ ム は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 無 線 端 末 の 認 証 の た め の デ ー タ
ベ ー ス を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス 要 求 検 査 は 、 端 末 か ら 受 信 さ れ た 目 的
地 ア ド レ ス が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス で あ る 場 合 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ
ス と し て 決 定 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て ま た 、 本 発 明 の 発 呼 を 要 求 し た 端 末 か ら 受 信 さ れ た Ｕ Ａ Ｔ Ｉ は 、 端 末 が 無 線 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か を 区 分 す る と よ う に
す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ハ ブ は 、 Ａ Ｎ Ｔ Ｓ を 通 し て 受 信 さ れ た 端 末 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 及 び 目 的 地 ア ド レ
ス を 検 査 し た 結 果 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る と 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ
ー ク の サ ー ビ ス を 提 供 す る た め の 手 順 を 遂 行 す る 過 程 を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 そ し て ま た 、 本 発 明 の ハ ブ は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る と 、 無 線
公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の た め に 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ブ に 呼 が 要 求 さ れ た 端 末
の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 及 び 目 的 地 ア ド レ ス を 伝 達 す る 過 程 を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 あ る い は 無 線
私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 を 共 通 で サ ー ビ ス す る た め の 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム は 、 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 共 通 で 使 用 す る こ と が で き 、 無 線 公 衆
ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の 時 は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 利 用 し て 呼 の 着 ／ 発 信
を 遂 行 し 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス の 時 は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 利
用 し て 呼 の 着 ／ 発 信 を 遂 行 す る 端 末 と 、 端 末 と の 無 線 チ ャ ネ ル を 通 し て 高 速 デ ー タ サ ー ビ
ス を 提 供 し 、 予 め 決 定 さ れ た 地 域 に 位 置 す る 場 合 は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て 、 予 め 決 定 さ れ た 地 域 以 外 に 位 置 す る 場 合 は 、 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て る Ａ Ｎ Ｔ Ｓ と 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 及 び 無 線
私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に よ っ て 異 な る 認 証 の 処 理 を 遂 行 し 、 端 末 の 情 報 に よ っ て 無 線 私
設 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ ま た は 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て 、 端 末 の セ
ッ シ ョ ン 管 理 及 び 端 末 に 送 受 信 さ れ る デ ー タ の 制 御 を 遂 行 す る Ａ Ｎ Ｃ と 、 私 設 無 線 ネ ッ ト
ワ ー ク の 端 末 の 認 証 の た め の 認 証 デ ー タ ベ ー ス を 備 え る 私 設 認 証 シ ス テ ム と 、 無 線 公 衆 ネ
ッ ト ワ ー ク 端 末 の サ ー ビ ス 情 報 、 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 端 末 の 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
に お い て サ ー ビ ス を 受 け る た め の 情 報 を さ ら に 備 え る デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 と 、 Ａ Ｎ Ｔ Ｓ と Ａ
Ｎ Ｃ 及 び 私 設 認 証 シ ス テ ム と の 間 に 送 信 さ れ る デ ー タ を 中 継 し 、 端 末 か ら 受 信 さ れ る Ｕ Ａ
Ｔ Ｉ に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 区 分 す る
ハ ブ と 、 を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ハ ブ は 、 端 末 が 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 要 求 す る 時 、 無 線 公
衆 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ブ に 接 続 し て 、 Ｕ Ａ Ｔ Ｉ が 割 り 当 て ら れ る よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ Ｎ Ｃ は 、 ハ ブ を 通 し て Ｕ Ａ Ｔ Ｉ が 要 求 さ れ た 端 末 が 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ
ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 要 求 す る 時 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の ハ ブ は 、 端 末 が 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス を 要 求 す る 時 、 無 線 公 衆 ネ ッ
ト ワ ー ク の ハ ブ に よ っ て 呼 を ル ー テ ィ ン グ す る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て ま た 、 本 発 明 の シ ス テ ム は ハ ブ と 接 続 さ れ 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の み に
デ ー タ サ ー ビ ス を 提 供 す る デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド を さ ら に 含 む と よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ は Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す る た め の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 当
て 、 割 り 当 て ら れ た ア ド レ ス に デ ー タ 及 び シ グ ナ リ ン グ の 処 理 が 行 わ れ る よ う に す る と よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム を 構 成 す る 場 合 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は
私 設 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 通 で 使 用 す る こ と が で き 、 重 複 投 資 を 低 減 す る こ と が で き る と い う
利 点 が あ る 。 さ ら に 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ 及 び Ａ Ｎ Ｃ を Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す
る 装 置 と し て 構 成 す る こ と に よ っ て 、 低 コ ス ト で 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム を 構 成 す る こ と
の で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 従 う 好 適 な 一 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。 下
記 の 説 明 に お い て 、 本 発 明 の 要 旨 の み を 明 確 に す る 目 的 で 、 関 連 し た 公 知 機 能 ま た は 構 成
に 関 す る 具 体 的 な 説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク
あ る い は 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 用 で 使 用 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 無 線 高 速 通 信 デ ー タ シ ス テ ム の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 並 び に
各 構 成 に 対 す る 機 能 及 び 動 作 に 関 し て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 専
用 と し て 使 用 さ れ る か 、 ま た は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に お い
て 共 通 で 使 用 さ れ る ノ ー ド に は 、 頭 に 小 文 字 ［ ｐ ］ を 付 加 し て 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド で
あ る こ と を 区 分 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 す 無 線 高 速 デ ー タ 端 末 (Ａ Ｔ ) １ １ 及 び Ａ Ｔ ２ １ は 、 一 般 的 な 無 線 高 速 デ ー タ
シ ス テ ム に お い て 使 用 さ れ る 端 末 で あ る 。 Ａ Ｔ １ １ 及 び Ａ Ｔ ２ １ の う ち Ａ Ｔ １ １ は 、 無 線
私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 同 時 に 受 け る 加 入 者 で あ
り 、 Ａ Ｔ ２ １ は 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス を 受 け る 加 入 者 で あ る と 仮 定 す る 。 さ ら
に 、 図 １ に 示 す 各 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ 所 定 の 無 線 領 域 １
０ 及 び 無 線 領 域 ２ ０ を 有 し 、 領 域 内 へ 端 末 が 進 入 す る 場 合 、 セ ッ シ ョ ン (Session)を 設 定
し 、 対 応 す る 端 末 に 必 要 な Ｕ Ａ Ｔ Ｉ を 割 り 当 て る 時 に 必 要 な 動 作 を 遂 行 す る 。 さ ら に 、 端
末 へ の 呼 の 着 信 が 行 わ れ る か 、 ま た は 、 端 末 か ら の 発 呼 が 行 わ れ る 場 合 、 こ れ に よ る 動 作
を 遂 行 す る 。 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２ は 、 ハ ブ １ １ ０ と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ハ ブ １ １ ０ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 各 ノ ー ド と 接 続 さ れ 、 ま た 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト
ワ ー ク の 他 の ノ ー ド と 接 続 す る た め に 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 応 す る 他 の ハ ブ と 接 続 さ
れ る 。 図 １ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 外 部 と 接 続 さ れ る 場 合 に は 他 の ハ ブ １ ２ ０ と 接 続
さ れ る 構 成 を 示 す 。 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 各 ノ ー ド と 接 続 さ れ る ハ ブ １ １ ０ は 、 端 末 が
無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 で あ り 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 ま た は 私 設 パ ケ ッ
ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド （ private Packet Data Serving Node： ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ ） １ １ １ の サ
ー ビ ス と 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 外 部 へ の サ ー ビ ス と を 区 分 し て ル ー テ ィ ン グ を 遂 行 す る 。 つ ま
り 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 呼 で あ る 場 合 、 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 呼
を 接 続 す る 。 し か し な が ら 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 呼 で あ る 場 合 、 他 の ハ ブ １ ２ ０ に
呼 を 接 続 す る 。 ハ ブ １ １ ０ は 、 予 め 決 定 さ れ た 特 定 の サ ー バ ア ド レ ス を 有 し て い る 。 こ の
サ ー バ ア ド レ ス は 、 Ｕ Ａ Ｔ Ｉ の 情 報 と 比 べ て 、 特 定 の サ ー バ を 有 す る Ｕ Ａ Ｔ Ｉ ア ド レ ス が
予 め 決 定 さ れ た サ ー バ に 、 ま た は 、 サ ー バ を 有 す る Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 端 末 に 呼 の 要 求 が あ る 場 合 、
こ れ を 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 呼 と し て 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ を 、 例 を 挙 げ て 説 明 す る と 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 加 入 者 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ は 、 以 下 の デ
ー タ 位 置 貯 蔵 器 （ Data Location Register： Ｄ Ｌ Ｒ ） １ ２ １ か ら 特 定 し た 場 合 、 予 め 決 定
さ れ た サ ー バ の ア ド レ ス を 有 す る よ う に 割 り 当 て ら れ る 。 例 え ば 、 予 め 決 定 さ れ た サ ー バ
ア ド レ ス が ［ samsung.co.kr］ ま た は ［ samsung.com］ で あ る 場 合 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク
の 端 末 は 、 ［ 111@samsung.co.kr］ の ア ド レ ス を 有 す る こ と が で き る 。 前 述 し た よ う に 、
無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 が 予 め 決 定 さ れ た サ ー バ ア ド レ ス の う ち １ つ の ア ド レ ス に 接
続 を 要 求 す る か 、 ま た は 、 サ ー バ を 有 す る 端 末 、 例 え ば 、 ［ aaa@samsung.com］ の 端 末 へ
の 呼 の 接 続 が 要 求 さ れ る 場 合 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 呼 と し て 検 出 さ れ る 。 呼 を 要 求
す る 端 末 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ に 含 ま れ た サ ー バ 、 呼 の 着 信 が 要 求 さ れ る サ ー バ ま た は 呼 の 着 信 が 要
求 さ れ る 端 末 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ サ ー バ の う ち い ず れ か １ つ で も 予 め 決 定 さ れ た ア ド レ ス で な い 場
合 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 と し て 検 出 す る 。 こ れ と 異 な っ て 、 た だ Ｕ Ａ Ｔ Ｉ が 所 定 の サ ー
バ ア ド レ ス を 有 す る 場 合 も 、 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と し て 検 出 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ハ ブ １ １ ０ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 の み を 使 用 で き る ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ  １ １ １ と 接
続 さ れ 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 共 通 で 使 用 さ れ る ｐ Ａ Ｎ Ｃ １
１ ２ 及 び 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の み に お い て 使 用 さ れ る 私 設 認 証 シ ス テ ム (private Acces
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s Network Authentication Accounting Authorizationp： ｐ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ )１ １ ３ と 接 続
さ れ て デ ー タ の 中 継 を 遂 行 す る 。 こ こ で 、 ｐ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ １ １ ３ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー
ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 共 通 で 使 用 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と も で き る 。
こ れ に 対 し て は 、 特 別 な 制 限 は 無 い が 、 説 明 の 便 宜 の た め 、 以 下 で は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ
ー ク の み に お い て 使 用 さ れ る と 仮 定 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 端 末 に 対 す る セ ッ シ ョ ン の 割 り 当 て 及 び Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 設 定 、 及 び ｐ Ａ Ｎ
-Ａ Ａ Ａ １ １ ３ を 通 し た 端 末 の 認 証 時 に 制 御 を 遂 行 す る 。 こ れ に 関 す る 説 明 は 、 以 下 の 動
作 の 説 明 に お い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 他 の ハ ブ １ ２ ０ は 、 一 般 的 に 接 続 さ れ る 認 証 シ ス テ ム （ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ ） １ ２ ２ 、 Ａ Ｎ Ｃ
１ ２ ３ 、 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド （ packet data serving node： Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ ） １ ２ ４
及 び 端 末 の 情 報 を 貯 蔵 す る Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ と 接 続 さ れ 、 各 ノ ー ド 間 の デ ー タ の 中 継 を 遂 行 す
る 。 さ ら に 、 他 の ハ ブ １ ２ ０ に 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ａ Ｎ Ｔ Ｓ が 接 続 さ れ る こ と が で き
る が 、 図 １ に は 図 示 し な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ は イ ン タ ー ネ ッ ト １ ３ ０ を 通 し て 他 の パ ケ ッ ト サ ー ビ ス ノ ー ド と 接 続 さ
れ る か 、 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ と 接 続 さ れ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 Ａ Ｎ Ｃ １ ２ ３ は 、 無 線 高
速 デ ー タ シ ス テ ム の 一 般 的 な Ａ Ｎ Ｃ で あ り 、 Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ １ ２ ２ も 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ
ム の 一 般 的 な 認 証 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ は 、 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム の 端 末 に 対 す る 情 報 及 び 位 置 情 報 を 貯 蔵 し 、
対 応 す る 端 末 の セ ッ シ ョ ン の 更 新 (update)時 に 端 末 の 情 報 を 提 供 す る 。 さ ら に 、 Ｄ Ｌ Ｒ １
２ １ は 、 一 般 的 な 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま れ る 端 末 の 情 報 を 貯 蔵 し て い る 。 一 般 的 な
無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 情 報 と は 、 端 末 の 情 報 、 使 用 者 情 報 、 サ ー ビ ス 等 級 の 情 報 な
ど で あ る 。 さ ら に 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ は 、 本 発 明 に よ っ て 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 情 報 を
さ ら に 備 え る こ と も で き る 。 こ の 時 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ に 備 わ る 情 報 は 、 前 記 端 末 が 無 線 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク の み に お い て サ ー ビ ス さ れ る 場 合 と 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ
ッ ト ワ ー ク に お い て 同 時 に サ ー ビ ス さ れ る 場 合 と に 区 分 さ れ る こ と が で き る が 、 本 発 明 に
お い て は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 全 部 に お い て サ ー ビ ス さ れ
る 端 末 と し て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に 対 し
て 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に 必 要 な 情 報 と 同 一 の 情 報 を 有 し 、 こ れ に 加 え て 無 線 私 設
ネ ッ ト ワ ー ク に 対 す る 情 報 を さ ら に 有 す る 。 こ こ で 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 す る 情 報
と は 、 サ ー ビ ス さ れ る 地 域 、 例 え ば 、 サ ー ビ ス さ れ る Ａ Ｎ Ｔ Ｓ ま た は セ ク タ 、 サ ー ビ ス さ
れ る 時 間 情 報 、 及 び サ ー ビ ス 種 類 な ど を さ ら に 備 え る べ き で あ る 。 さ ら に 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １
は 、 端 末 に Ｕ Ａ Ｔ Ｉ 情 報 を 割 り 当 て る 場 合 、 特 別 な 約 束 を 前 も っ て 割 り 当 て る よ う に 構 成
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 が サ ー ビ ス さ れ る 場 合 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク へ
の 接 続 と 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 を 区 分 す る こ と の で き る 識 別 子 を さ ら に 備 え て 伝 送 す
る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 こ れ に 対 し て は 、 後 述 す る 信 号 フ ロ ー 図 に お い て よ り 詳
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２ 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ 及 び Ａ Ｎ Ｃ １ ２ ３ 、 Ｄ Ｌ Ｒ １
２ １ 、 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ 及 び Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ は 、 Ｉ Ｐ に 基 づ い て 構 成 す る こ と が で き る 。
一 般 的 に 、 Ａ Ｎ Ｔ Ｓ と Ａ Ｎ Ｃ と の 間 の 接 続 は 、 Ａ Ｔ Ｍ 基 盤 に て 構 成 さ れ る が 、 こ の よ う に
構 成 さ れ る 場 合 、 コ ス ト の 上 昇 要 因 に な る 。 従 っ て 、 Ｉ Ｐ 基 盤 に て 構 成 す る と 、 コ ス ト の
低 減 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２
、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ 及 び Ａ Ｎ Ｃ １ ２ ３ 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ 、 及 び ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ 及 び Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ
１ ２ ４ を Ｉ Ｐ 基 盤 に て 構 成 す る 場 合 、 内 部 の 各 ボ ー ド ま た は プ ロ セ ッ サ 間 の 通 信 は 、 Ｉ Ｐ
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Ｃ 通 信 を 遂 行 す る よ う に 構 成 す る 。 さ ら に 、 各 ノ ー ド の 内 部 プ ロ セ ッ サ ま た は ボ ー ド に は
、 内 部 で 使 用 す る た め の Ｉ Ｐ を 割 り 当 て る 。 さ ら に 、 ノ ー ド が 所 定 の 電 話 局 ま た は 制 御 局
の よ う な 局 舎 内 部 に 位 置 す る 場 合 、 内 部 Ｉ Ｐ を 割 り 当 て て 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に
、 局 舎 か ら 遠 距 離 位 置 す る ノ ー ド は 、 固 定 Ｉ Ｐ を 割 り 当 て る 。 こ の よ う に す る こ と に よ っ
て 、 Ｉ Ｐ の 不 足 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２ と ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ 及 び Ａ Ｎ Ｃ １ ２ ３ と の
間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ モ デ ム ま た は ケ ー ブ ル モ デ ム (Cable Modem)な ど を 利
用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ｐ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ １ １ ３ 及 び Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ １ ２ ２ 、 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ
Ｎ １ １ １ 及 び Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ は 、 最 初 に 具 現 化 し た 時 に Ｉ Ｐ 方 式 を 使 用 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る の で 問 題 が な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ っ て Ｉ Ｐ を 基 盤 に し 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー
ビ ス を 共 通 で 使 用 す る こ と の で き る Ａ Ｎ Ｃ の 機 能 に よ る ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。 図 ２ を 参
照 し て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る Ａ Ｎ Ｃ の 構 成 及 び 動 作 に 対 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 さ ら に 、 以
下 の 説 明 に お い て 、 前 記 Ａ Ｎ Ｃ は 、 図 １ の 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ で あ る
と 仮 定 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 制 御 部 ２ １ １ は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の 全 般 的 な 動 作 を 制 御 す る 。 例 え ば 、 端 末 の 認 証 の た
め の セ ッ シ ョ ン の 設 定 及 び 更 新 、 Ｕ Ａ Ｔ Ｉ の 割 り 当 て の た め の 制 御 、 呼 設 定 に よ る ト ラ ヒ
ッ ク 制 御 、 各 種 シ グ ナ リ ン グ 制 御 な ど を 遂 行 す る 。 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １
１ ２ に お い て 必 要 と す る 各 種 シ グ ナ リ ン グ の 処 理 を 遂 行 す る 。 例 え ば 、 端 末 へ の ペ ー ジ ン
グ 信 号 の 伝 達 、 ま た は 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ に セ ッ シ ョ ン 情 報 の 割 り 当 て ま た は 更 新 、 位 置 情 報
の 貯 蔵 及 び Ｕ Ａ Ｔ Ｉ の 割 り 当 て な ど に 関 連 し た 動 作 の 制 御 を 遂 行 す る 。 プ ロ ト コ ル 処 理 部
２ １ ３ は 、 制 御 部 ２ １ １ の 制 御 に よ っ て ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ ま た は Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ 及 び Ａ Ｔ
１ １ 間 の 通 信 時 に 必 要 な プ ロ ト コ ル の 処 理 を 遂 行 す る 。 ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部 ２ １ ４ は 、 制 御
部 ２ １ １ の 制 御 に よ っ て ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ 及 び Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ か ら Ａ Ｔ １ １ に 伝 達 さ れ る
ト ラ ヒ ッ ク を 処 理 す る か 、 Ａ Ｔ １ １ か ら ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ 及 び Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ に 伝 達 さ れ
る ト ラ ヒ ッ ク を 処 理 す る か 、 ま た は 、 Ａ Ｔ １ １ か ら 他 の Ａ Ｔ ２ １ に 伝 達 さ れ る ト ラ ヒ ッ ク
を 処 理 す る 。 メ モ リ ２ １ ５ は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の 全 般 的 な 制 御 の た め の プ ロ グ ラ ム デ ー タ
を 貯 蔵 し 、 さ ら に 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の 領 域 に 位 置 す る 端 末 の セ ッ シ ョ ン 情 報 及 び Ｕ Ａ Ｔ Ｉ
を 貯 蔵 し 、 通 信 時 に 発 生 さ れ る 制 御 デ ー タ 及 び 臨 時 貯 蔵 さ れ る べ き ト ラ ヒ ッ ク デ ー タ な ど
を 貯 蔵 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 制 御 部 ２ １ １ 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ 、 プ ロ ト コ ル 処 理 部 ２ １ ３ 、 ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部 ２
１ ４ 、 メ モ リ ２ １ ５ 及 び Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ は 、 プ ロ セ ス 間 通 信 （ interpro
cessor communication： Ｉ Ｐ Ｃ ） の た め に 備 わ る Ｉ Ｐ Ｃ 通 信 線 路 ２ １ ６ を 通 し て 接 続 さ れ
て 通 信 を 遂 行 す る 。 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ が 複 数 枚 の ボ ー ド か ら 構 成 さ れ 、 制 御 部 ２ １ １ 、 シ グ
ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ 、 プ ロ ト コ ル 処 理 部 ２ １ ３ 及 び ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部 ２ １ ４ な ど が そ れ ぞ れ
異 な る ボ ー ド か ら 構 成 さ れ る 場 合 、 ボ ー ド 毎 に は 内 部 で 処 理 す る た め の Ｉ Ｐ を 割 り 当 て て
Ｉ Ｐ 通 信 を 遂 行 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ が 局 舎 か ら 遠 距 離 に 位 置 す る
場 合 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 固 定 さ れ た Ｉ Ｐ を 割 り 当 て て デ ー タ を 送 受 信 す る こ と が で き る よ
う に 構 成 す る こ と も で き る 。 こ れ は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ だ け で な く ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ に も 同
一 に 適 用 し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ と 他 の 装 置 と の 間 の Ｉ Ｐ 通 信 時 、
送 信 及 び 受 信 さ れ る ト ラ ヒ ッ ク デ ー タ ま た は シ グ ナ リ ン グ 信 号 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 遂 行
す る 。 つ ま り 、 Ｉ Ｐ 通 信 プ ロ ト コ ル に よ っ て 受 信 さ れ る 信 号 及 び デ ー タ を 内 部 で 処 理 可 能
の 形 態 に 変 換 し た 後 、 Ｉ Ｐ Ｃ 通 信 線 路 ２ １ ６ を 通 し て 制 御 部 ２ １ １ 及 び シ グ ナ ル 処 理 部 ２
１ ２ 、 プ ロ ト コ ル 処 理 部 ２ １ ３ 、 ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部 ２ １ ４ に 伝 達 す る 。 さ ら に 、 Ｉ Ｐ 通 信
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イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ は 、 バ ッ フ ァ リ ン グ が 必 要 で あ る 場 合 、 メ モ リ ２ １ ５ に デ ー タ を
貯 蔵 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ に お い て は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 対 し て 説 明 し て い る が 、 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ 及 び ｐ Ａ
Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ ２ 、 及 び 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク で な い 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の Ａ Ｎ Ｃ １ ２ ３ に
も 同 一 に 適 用 さ れ る こ と が で き る 。 ま た 、 図 １ の 説 明 の よ う に 、 端 末 の 種 類 が 無 線 私 設 ネ
ッ ト ワ ー ク 端 末 で あ る か 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か に 対 す る 検 査 を ハ ブ １ １
０ に お い て 検 出 す る よ う に 構 成 し た が 、 こ れ を ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に お い て 遂 行 す る よ う に 構
成 す る こ と も で き る 。 こ の よ う に 構 成 す る 場 合 、 ハ ブ に お け る 検 出 を 制 御 部 ２ １ １ に お い
て 検 出 す る よ う に 構 成 す る か 、 ま た は 、 ハ ブ に お け る 検 出 の よ う な 検 出 動 作 の た め の ボ ー
ド を 別 に 備 え て 処 理 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 つ ま り 、 本 発 明 に お い て 、 端 末 の
種 類 が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か 、 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 で あ る か に 対
す る 検 査 の み を 遂 行 す れ ば 良 く 、 位 置 は 、 ど こ に 位 置 し て も 関 係 が な い 。 好 ま し く は 本 発
明 の 一 実 施 形 態 の よ う に 、 ハ ブ １ １ ０ ま た は ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 位 置 す る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ っ て 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に お い て 発 信 が 要 求 さ れ る 場 合 の 信 号
フ ロ ー 図 で あ る 。 以 下 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 無 線 私
設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 が 呼 の 発 信 を 要 求 す る 場 合 、 各 シ ス テ ム の 動 作 及 び 信 号 の 流 れ 過 程
を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の Ａ Ｔ １ １ は 、 呼 の １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ サ ー ビ ス を 要 求 す る 場 合 、 ｐ
Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ に 接 続 要 求 信 号 を エ ア イ ン タ ー フ ェ ー ス に 定 義 さ れ た 規 約 に 従 っ て 、 Ｕ Ａ
Ｔ Ｉ 及 び 発 信 し よ う と す る 対 象 の 目 的 地 ア ド レ ス を 含 め て 伝 送 す る 。 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ は
、 接 続 要 求 信 号 を 受 信 す る と 、 ３ ０ ２ 段 階 に 進 行 し て Ｉ Ｐ 通 信 処 理 し て ハ ブ １ １ ０ に 伝 達
す る 。 ハ ブ １ １ ０ は 、 接 続 要 求 信 号 が 受 信 さ れ る と 、 ３ ０ ４ 段 階 で 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー
ク へ の 接 続 が 要 求 さ れ た 呼 で あ る か 、 そ れ と も 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 が 要 求 さ れ
た 呼 で あ る か を 検 査 す る 。 こ の 検 査 は 、 図 １ に お い て 説 明 し た よ う に 、 予 め 貯 蔵 さ れ た 特
定 の 目 的 地 ア ド レ ス 及 び Ａ Ｔ １ １ の サ ー バ ア ド レ ス に よ っ て 決 定 さ れ る 。 こ こ で は 、 無 線
私 設 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 が 要 求 さ れ る 場 合 に 仮 定 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ハ ブ １ １ ０ は 、 ３ ０ ４ 段 階 の 検 査 結 果 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 が 要 求 さ れ た 場 合
、 ３ ０ ６ 段 階 に 進 行 し て 、 Ｉ Ｐ 通 信 プ ロ ト コ ル に よ っ て 接 続 要 求 信 号 を 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ
ー ク あ る い は 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク に 共 に 使 用 さ れ る ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 伝 達 す る 。 ｐ Ａ Ｎ
Ｃ １ １ ２ は 、 Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ を 通 し て 接 続 要 求 信 号 を 受 信 す る 。 そ う す
る と 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ は 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ に 接
続 要 求 信 号 を 送 信 す る 。 そ う す る と 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ は 、 制 御 部 ２ １ １ に 接 続 が 要
求 さ れ た こ と を 知 ら せ る 。 こ れ に 従 っ て 、 制 御 部 ２ １ １ は 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ を 制 御
し て ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ に 認 証 要 求 信 号 を 伝 達 す る 。 認 証 要 求 信 号 は 、 Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ
ー フ ェ ー ス ２ １ ７ を 通 し て ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ に 伝 達 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ３ の ３ ０ ８ 段
階 の 認 証 要 求 信 号 が ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ か ら ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ は 、 認 証 要 求 信 号 を 受 信 す る と 、 端 末 の Ｕ Ａ Ｔ Ｉ に よ っ て 認 証 の
可 否 を 検 査 す る 。 さ ら に 、 ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ は 、 ３ １ ０ 段 階 に 進 行 し 、 認 証 の 可 否 の
確 認 結 果 を ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 伝 達 す る 。 前 記 認 証 確 認 信 号 は 、 認 証 の 成 功 ま た は 失 敗 に 区
分 す る こ と が で き る 。 認 証 が 成 功 し た 場 合 、 図 ３ に よ る 処 理 過 程 を 遂 行 す る 。 し か し な が
ら 、 認 証 が 失 敗 し た 場 合 は 、 認 証 失 敗 信 号 を 生 成 し て Ａ Ｔ １ １ に 伝 達 す る 過 程 を 遂 行 す る
。 認 証 の 失 敗 処 理 は 、 一 般 的 な １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お い て 遂 行 さ れ る 認 証 失 敗 過 程
と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に お い て 認 証 確 認 信 号 の 処 理 過 程 は 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ 及
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び 制 御 部 ２ １ １ に お い て 遂 行 さ れ 、 内 部 の 処 理 は 、 Ｉ Ｐ Ｃ 通 信 線 路 ２ １ ６ を 通 し て 伝 達 さ
れ 、 そ の 以 前 の 信 号 受 信 過 程 は 、 Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ を 通 し て 遂 行 さ れ る 。
ま た 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の 制 御 部 ２ １ １ は 、 認 証 が 成 功 し た 場 合 、 段 階 に 進 行 し て シ グ ナ ル
処 理 部 ２ １ ２ を 制 御 し 、 接 続 確 認 信 号 を ハ ブ １ １ ０ 及 び ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ を 通 し て 伝 達 す
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ は 、 前 述 し た 過 程 を 通 し て 接 続 確 認 信 号 を 受 信 す る と 、 ３ １ ４ 段 階 に
進 行 し 、 Ａ Ｔ １ １ に 接 続 確 認 信 号 を エ ア イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 し て 伝 達 す る 。 こ れ に よ っ
て 接 続 確 認 信 号 を 受 信 し た Ａ Ｔ １ １ は 、 ３ １ ６ 段 階 に 進 行 し 、 前 記 目 標 し た ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １
１ １ と 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る 。 前 記 説 明 に お い て は 、 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 呼 の 要 求
が 行 わ れ る 場 合 に 仮 定 し た の で 、 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ と 通 信 を 遂 行 す る 場 合 が 説 明 さ れ て い
る 。 し か し な が ら 、 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ ２ ４ に 呼 を 要 求 す る 場 合 も 、 他 の
ハ ブ １ ２ ０ と 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ １ ２ ２ の み を さ ら に 経 る よ う に な る だ
け で あ り 、 前 述 し た 過 程 と 同 一 に 遂 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 デ ー タ の 送 信 及 び 受 信 は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部 ２ １ ４ を 通 し て 行 わ
れ る 。 さ ら に 、 送 信 及 び 受 信 さ れ る デ ー タ の プ ロ ト コ ル 処 理 は 、 プ ロ ト コ ル 処 理 部 ２ １ ３
に お い て 処 理 さ れ て 伝 達 さ れ る 。 さ ら に 、 図 ３ に お い て は 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ か ら ｐ Ｐ Ｄ Ｓ
Ｎ １ １ １ へ の 信 号 処 理 過 程 は 図 示 し て い な い 。 こ れ は 、 １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お い て
遂 行 さ れ る 一 般 的 な 過 程 と 同 一 で あ る の で 、 認 証 以 後 に す ぐ に 端 末 に 接 続 確 認 信 号 を 送 信
し た 後 、 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 通 信 モ ー ド が 完 了 す る と 、 移 動 端 末 の 位 置 登 録 を 遂 行 す る よ う に 構 成 す る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 位 置 登 録 は 、 一 般 的 な １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お い て 遂 行 さ れ る 位
置 登 録 過 程 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に よ っ て 私 設 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド か ら 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端
末 に 呼 の 着 信 が 要 求 さ れ る 場 合 の 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。 以 下 、 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照
し て 、 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 私 設 端 末 に 呼 が 着 信 さ れ る 場 合 、 各 シ ス テ ム の 動 作
及 び 信 号 の 流 れ 過 程 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ か ら 私 設 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の Ａ Ｔ １ １ に 呼 の 着 信 が 要 求 さ れ る 場 合 、
４ ０ ０ 段 階 で 、 ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ は 、 予 め 決 定 さ れ た ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 接 続 要 求 信 号 を 送
信 す る 。 こ の 時 、 予 め 決 定 さ れ た ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 動 作 の み を
遂 行 す る Ａ Ｎ Ｃ ま た は 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク も し く は 無 線 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 動 作 を 並 行
す る Ａ Ｎ Ｃ で あ る 。 こ の 時 、 接 続 要 求 信 号 は 、 ハ ブ １ １ ０ を 通 し て 伝 達 さ れ る が 、 図 ４ に
お い て は 、 こ れ を 特 別 に 区 別 し て 図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ の Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ １ ７ は 、 接 続 要 求 信 号 が 受 信 さ れ る と 、
図 ３ に お い て 説 明 し た よ う に 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ に 伝 達 し 、 こ こ で 、 処 理 さ れ た デ ー
タ は 、 制 御 部 ２ １ １ に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 ２ １ １ は 、 所 定 の 端 末 に 接 続 が
要 求 さ れ た 状 態 で あ る の で 、 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ に 伝 達 す る ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 を 生 成 す る こ と
を 制 御 す る 。 こ の よ う な ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 は 、 シ グ ナ ル 処 理 部 ２ １ ２ に お い て 生 成 さ れ
、 ４ ０ ２ 段 階 に 進 行 し て Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ に 伝 達 さ れ る 。 Ｄ Ｌ Ｒ １ ２ １ は 、 ペ ー ジ ン グ 要 求 信
号 を 受 信 す る と 、 端 末 の 位 置 情 報 を 検 索 し 、 前 記 検 索 結 果 を ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に よ っ て 、 ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号 を 受 信 す る と 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 自 分 の 下 位 に 接
続 さ れ た Ａ Ｎ Ｔ Ｓ に 端 末 が 存 在 す る 場 合 、 対 応 す る Ａ Ｎ Ｔ Ｓ に ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 を 送 信
す る 。 し か し な が ら 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 自 分 の 下 位 に 接 続 さ れ た Ａ Ｎ Ｃ に 端 末 が 存 在 し
な い 場 合 、 対 応 す る 端 末 が 位 置 し た Ａ Ｎ Ｔ Ｓ を 有 す る Ａ Ｎ Ｃ に ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 を 送 信
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す る 。 以 下 の 説 明 に お い て は 、 呼 が 着 信 さ れ る 端 末 が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま れ た 端
末 で あ り 、 前 記 端 末 が 無 線 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ の 地 域 に 含 ま れ た 場 合 に
仮 定 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 こ の よ う に 、 自 分 の 下 位 に Ａ Ｔ １ １ が 位 置 す る 場 合 、 ４ ０ ６ 段 階 で
、 ハ ブ １ １ ０ を 通 し て 対 応 す る ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ に ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 を 送 信 す る 。 ｐ Ａ
Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ は 、 ペ ー ジ ン グ 要 求 信 号 を 受 信 す る と 、 ４ ０ ８ 段 階 に 進 行 し 、 エ ア イ ン タ ー
フ ェ ー ス に 定 義 さ れ た よ う に 、 対 応 す る 端 末 に 呼 が 着 信 さ れ た こ と を 知 ら せ る ペ ー ジ ン グ
動 作 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 時 、 Ａ Ｔ １ １ の 使 用 者 が 応 答 す る 場 合 、 Ａ Ｔ １ １ は 、 ４ １ ０ 段 階 に 進 行 し 、 エ ア イ
ン タ ー フ ェ ー ス に 定 義 さ れ た こ と に 従 っ て 、 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ に ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号 を 送
信 す る 。 ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号 を 受 信 す る と 、 ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ １ ０ １ は 、 ４ １ ２ 段 階 で 、 ペ ー ジ
ン グ 応 答 信 号 を ハ ブ １ １ ０ を 通 し て ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 伝 達 す る 。 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ は 、 ４ １
４ 段 階 で ペ ー ジ ン グ 応 答 信 号 が 受 信 さ れ る と 、 ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ に 認 証 を 要 求 す る 信
号 を 生 成 し て 伝 達 す る 。 こ の 時 に も 、 前 述 し た よ う に 、 Ｉ Ｐ 通 信 を 通 し て 要 求 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ う す る と 、 ｐ Ａ Ｎ -Ａ Ａ Ａ １ １ ３ は 、 認 証 の 検 査 を 遂 行 し 、 認 証 確 認 信 号 を 生 成 し て
、 ４ １ ６ 段 階 で 、 ｐ Ａ Ｎ Ｃ １ １ ２ に 伝 達 す る 。 前 記 認 証 確 認 信 号 は 、 認 証 の 成 功 ま た は 失
敗 に 区 分 す る こ と が で き る 。 認 証 が 成 功 し た 場 合 、 図 ４ に よ る 処 理 過 程 、 つ ま り 、 ４ １ ８
段 階 に 進 行 し 、 Ａ Ｔ １ １ と ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ と の 間 の 通 信 モ ー ド を 遂 行 す る 。 し か し な が
ら 、 認 証 が 失 敗 し た 場 合 は 、 認 証 失 敗 信 号 を 生 成 し て Ａ Ｔ １ １ 及 び ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ １ １ １ に 伝
達 す る 過 程 を 遂 行 す る 。 認 証 の 失 敗 処 理 は 、 一 般 的 な １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お い て 遂
行 さ れ る 認 証 失 敗 過 程 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 通 信 モ ー ド が 完 了 す る と 、 移 動 端 末 の 位 置 登 録 を 遂 行 す る よ う に 構 成 す る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 位 置 登 録 は 、 一 般 的 な １ ｘ  Ｅ Ｖ -Ｄ Ｏ シ ス テ ム に お い て 遂 行 さ れ る 位
置 登 録 過 程 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 前 述 の 如 く 、 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 で は 具 体 的 な 一 実 施 形 態 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 し て き
た が 、 本 発 明 の 範 囲 は 一 実 施 形 態 に よ っ て 限 ら れ る べ き で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 様 々
な 変 形 が 可 能 で あ る と い う こ と は 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 持 つ 者 に は 明 ら か
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 無 線 高 速 デ ー タ シ ス テ ム に お け る 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク あ
る い は 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク を 共 用 で 使 用 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ っ て Ｉ Ｐ を 基 盤 に し 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク  サ ー
ビ ス を 共 通 で 使 用 す る こ と の で き る Ａ Ｎ Ｃ の 機 能 に よ る ブ ロ ッ ク 構 成 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ っ て 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末 に お い て 発 信 が 要 求 さ れ る 場 合 の 信 号 フ
ロ ー 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ っ て 私 設 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド か ら 私 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 端 末
に 呼 の 着 信 が 要 求 さ れ る 場 合 の 信 号 フ ロ ー 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ ０ 、 ２ ０ 　 無 線 領 域
１ １ 、 ２ １ 　 端 末 （ Ａ Ｔ ）
１ ０ １ 、 １ ０ ２ 　 基 地 局 （ ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ｓ ）
１ １ ０ 　 ハ ブ
１ １ １ 　 私 設 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド （ ｐ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ ）
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１ １ ２ 　 基 地 局 制 御 器 （ ｐ Ａ Ｎ Ｃ ）
１ １ ３ 　 私 設 認 証 シ ス テ ム （ ｐ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ ）
１ ２ ０ 　 他 の ハ ブ
１ ２ １ 　 デ ー タ 位 置 貯 蔵 器 （ Ｄ Ｌ Ｒ ）
１ ２ ２ 　 認 証 シ ス テ ム （ Ａ Ｎ － Ａ Ａ Ａ ）
１ ２ ３ 　 基 地 局 制 御 器 （ Ａ Ｎ Ｃ ）
１ ２ ４ 　 パ ケ ッ ト デ ー タ サ ー ビ ス ノ ー ド （ Ｐ Ｄ Ｓ Ｎ ）
１ ３ ０ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト
２ １ １ 　 制 御 部
２ １ ２ 　 シ グ ナ ル 処 理 部
２ １ ３ 　 プ ロ ト コ ル 処 理 部
２ １ ４ 　 ト ラ ヒ ッ ク 処 理 部
２ １ ５ 　 メ モ リ
２ １ ６ 　 Ｉ Ｐ Ｃ 通 信 線 路
２ １ ７ 　 Ｉ Ｐ 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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